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【Reference Review 62-3 号の研究動向・全分野から】
鉄道事業に関する経済学
国際学部教授　宮田　由紀夫
　2016年 3月 26日に北海道新幹線の新青森・新函館北斗間が開通し、北海道から鹿児島まで新幹線がつ
ながった。『運輸と経済』第 76巻、第 5号、（2016年）は「整備新幹線のこれまで・これから」という特
集を行い、家田仁「姿を表す整備新幹線ネットワーク」をはじめとして興味深い論文が掲載されている。
関係者の自慢話的な座談会もあるが、北陸、九州（鹿児島）、北海道の新幹線は地域に明らかな経済効果
をもたらせたことが示されている。東海道新幹線はビジネス客の需要がパンクしつつあったので作られた
が、整備新幹線は必ずしも人口密集地を通るわけでなく、需要は作り出さなければならなかった。地域が
一体となって観光客を引きつける努力をして利用者を増やしている点は評価できる。鉄道の利用者が増え
るのは好ましいが、航空機の利用者を代替していれば意味がないわけで長期的な経済効果のフォローが求
められる。
